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1. はじめに 

私たちは,多摩地域マイクロツーリズムプロジ

ェクトに参加している.このプロジェクトはコロ

ナが与えた地域経済への影響を打破するべく地

元の魅力を再発見するなど,継続性のある地域活

性化を目指すために発足した官民連携で実施す

る,都内初のプロジェクトだ. 

 私たちは八王子駅北口商店街にフォーカスを

当てて,商店街の振興を観光課,商工会と連携し

ながら目指している. 

 

 

2. 八王子市,八王子市北口商店街の特徴 

八王子市は,観光ガイドで紹介される高尾山や

豊かな自然に囲まれている.また 21の大学や短

期大学,高専,があり約 10万人の学生が学んでい

る.商業施設も充実しているので若者も多く住ん

でいる. 

八王子駅北口商店街は旭町地域内にある商店,

会社によって組織されている.大型店から北口商

店街で昔から営業している商店まで多くのお店

で八王子を盛り上げている. 

 

 

 

3. サービス 

3.1.  サービスの提案 

私たちは八王子駅北口商店街にフォーカスを

当てて商店街の振興プロジェクトを行う.近年コ

ロナウイルスの影響により,テナントの減少,通

信販売サービスの普及によりお店に行かなくて

も買い物が出来る時代になってしまった. 

しかし,実際に足を運ばないと価値がわからない

商品がある.また,思いがけない商品との出会い

がある.このように通信販売にはない魅力をより

多くの人に伝える必要があると考えた. 

 

3.2.  サービスの内容 

提案したサービスを実現するために私たちは

LINEチャットボットの開発を始めた.このチャッ

トボットはユーザーに対して商店街に関連するク

イズやミッションを提示する.クリアに応じて電子

クーポンを発行するサービスになっている.このク

ーポンを獲得するために商店街に訪れてクイズや

ミッションの答えを探しに行く,クーポンを利用す

るためにお店に訪れるため商店街を訪問する機会

が増加する.普段よりも多く周囲を観察し普段利用

しないお店にも利用できる機会が増えるため見つ

けられなかった魅力を発見する機会を作ることが

出来る. 
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3.3. サービスのモデル図 

 私たちはサービスをより明確にするためにビジネ

スモデルを作成した.（図 1） 

 今回は私たちのチームでチャットボットの開発と

運営を行う.初めにユーザーに LINEの友達追加を

行ってもらい,クイズやミッションに挑戦してもら

う.挑戦にクリアするとクーポンを発行し,そのクー

ポンを指定のお店で利用してもらう.クイズやミッ

ションでは訪れてほしい場所に狙って作成すること

が可能でクーポンも同様に行うことが出来る.クイ

ズやミッション,クーポンを通して商店街の魅力を

伝えるきっかけを作ることが出来るのではと考えた. 

 

図 1 ビジネスモデル図 

 

4. サービスの詳細 

今回私たちが作成した LINEチャットボット

では選択式のクイズをミッションにする事によ

ってユーザーが直接メッセージを入力しなくて

も操作が可能となっている.(図 2) 

 

図 2 LINEの操作画面 

LINEチャットボットは AWSの EC2を用いた

システムとなっている.サーバでは LINEサー

バからのデータを取得し,適切な処理を経てミッ

ション情報をレスポンス情報に含める.ミッショ

ンの追加方法としてはサーバ上で作成したWeb

サイトでミッション情報を追加する.管理コスト

を低減するためにミッション追加やクーポン追

加に関しては GUI操作で行えるようにした.(図

3) 

 

図 3 システム構成図 

5. 実装前の事前評価,課題 

実装を行う前の事前評価とはなってしまうが,

八王子駅北口商店街の方々から評価を得た. 

商店街側の方から好印象を頂き,特に個人商店,

レンタルオフィスなど候補店舗も提案して頂き,

連携していくことで合意した.また課題として,

クーポンの経費処理の方法やサービスの継続性

などが挙げられた. 

6. サービスの評価 

 ユーザーはチャットボットを用いることで,対

話形式でクイズ,ミッション,クーポンの獲得状

況を確認する事が出来る.またサービスを利用す

ることで訪問したことがない場所や,普段気にし

ない部分に目が行き魅力の再発見を行う事が出

来る. 

7. 今後の展望 

今回私たちは八王子市北口商店街にフォーカ

スを当てているがクーポンの数やクイズ,ミッシ

ョンの数も増やしバリエーションを増やしてい

きたい.今後は八王子駅北口商店街の実装データ

を用いて,地域を拡大しより多くの人に利用して

もらいたいと考えている. 
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